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フグ毒保有魚は、有毒ヒラムシの幼生を摂餌して毒化する 

 

研究成果のポイント 

・石垣島および西表島のオキナワフグとツムギハゼの稚魚はフグ毒（TTX）を保有していた。 

・これらフグ毒保有魚の消化管内容物の COI 遺伝子配列が有毒ヒラムシのものと一致した。 

・有毒ヒラムシの COI 遺伝子は環境海水からも検出された。 

・ツムギハゼの DNA がオキナワフグの消化管内容物から検出されたが、その逆はなかった。 

 

研究成果の概要 

（背景）フグ類が、強力な神経毒であるフグ毒テトロドトキシン（TTX）を保有しているこ

とはよく知られています。このフグ毒はフグだけでなく、様々な分類群の生物種が保有する

ことが知られており、日本列島の南方の島々には、高濃度のフグ毒を保有する海洋生物が多

く分布しています。我々の研究室では、長崎大学の練習船・長崎丸に乗船させていただき石

垣島や西表島でフグ毒保有生物の調査をしてきました。その中で、オキナワフグやツムギハ

ゼの稚魚が比較的高濃度の TTX を保有していることが明らかとなったため、これらフグ毒

保有魚におけるフグ毒蓄積の要因を明らかにするため研究を進めてきました。 

（研究成果）石垣島や西表島で 6 月に採取したオキナワフグやツムギハゼの稚魚（20～30 

mm 程度）のフグ毒の保有状況を調べたところ、比較的高濃度の TTX を保有していること

が確認された。このオキナワフグやツムギハゼの稚魚の消化管内容物をミトコンドリア

DNA の COI 遺伝子を対象とする次世代シーケンス解析により分析したところ、有毒ヒラム

シの一種であるオオツノヒラムシの COI 遺伝子と一致する DNA 断片が多量に検出されま

した（図 1）。石垣島や西表島の近海では、オオツノヒラムシの成体に関する情報が皆無で

あるため、周辺の島々等で孵化して漂うオオツノヒラムシの幼生をオキナワフグやツムギ

ハゼの稚魚が摂餌しているのかもしれません。また、石垣島や西表島の周辺で集めた海水中

からもオオツノヒラムシの COI 遺伝子と一致する DNA 断片が検出されており、この時期に

は相当な数のオオツノヒラムシの幼生が漂っていることを示唆しています。さらに、オキナ

ワフグの稚魚の消化管内容物からツムギハゼの COI 遺伝子の DNA 断片も多く検出されま

したが、その逆はほとんどありませんでした。この結果は、オキナワフグの稚魚が効率よく

フグ毒を獲得するために高濃度にフグ毒を保有するツムギハゼを摂餌していることを示唆 



しています。これらの結果は、オキナワフグやツムギハゼなどのフグ毒保有魚は、小さなう

ちからオオツノヒラムシかこれに近縁なヒラムシの幼生を摂餌して毒化していることを示

すとともに、高濃度にフグ毒を保有する生物（その死骸を含む）を摂餌することにより効率

よくフグ毒を獲得し、比較的高次のフグ毒保有捕食者間でフグ毒を循環させているフグ毒

（TTX）ループが日本列島南方にも存在することを示唆しています（図 2）。 

 

 

 

 近年の地球温暖化に伴って日本列島周辺

におけるフグ毒保有生物の分布・発生が北上

しているため、今後、これら生物に起因する

食中毒の発生等が予想されます。そのため、

フグ毒保有生物、特に有毒ヒラムシの分布の

変化をモニタリングしていくことが重要に

なることが予想されます。 
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